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現在広葉樹パルプ用材 として使用されているカバ,ブナ類が本邦中部以北に主 と.して塵するのに

対して中南部にかけてはカシ′シイ勤 壇 富である｡カシ矧 まカバ等に較べてパルプ強度が乏しくタ

ンニン類によってパルプが着色し,又蒸解の進行が比較的遅い事等が嫌われて,例えば充喝用パル

プとして,その用途が考えられているに過ぎない｡他方セミケミカル蒸解法 として,高収率パルプ

製造法が最近邦国でも実用化されつつあって多量に残留する炭水化物の為に或種の強度的性質も改

善されると云 う｡之等の炭水化物の個々が蒸解法の相違及び漂白を通じて如何なる挙動を示す.がと

云 う問題はパルプ収量,パルプo強度と関連し又パルプの化学的性質を特徴づけるものとして興味が

ある｡

セミケミカル法 としては主 として用いられる中性亜硫酸法の外にクラフト法及び酸性亜硫酸法が

ある｡米国で広 く行われている中性亜硫酸法については多くの研究がある｡ 緩衝剤 として加える

NaHC03の量は--ドボードの場合, NaeS03に対して NaBC03として1･･7位で十分4' である

が晒パルプ製革の為には1:4,4'… '叉は1:35' が 必要 であると云 う｡ Na2CO3,NaOH又 は

Na2Sでも代用し得るが特に NaBSを用いた場合蒸解の進行が硫化物の為に促進されるけれどもパ

ルプの着色が著しいo 4'しかし緩衝剤の種類叉は量の変化はパルプの炭水化物の含有率に大きい影

響は与えないが液のpHがアルカ1)側に傾く程同収量で リグニン多くホロセルローズが少くなる傾

向がある｡ 4-7'NaOH,又は Na2Sを用いた場合,パルプ強度の中,引裂度は幾分高 くなるがその

他の強度性質は稽低くなるo 4'Na之S03のみで蒸解を行 うと炭水化物の分鰍 こよって蒸解中に C02

の圧力が次第に高まり,且有機酸の生成は釜の腐蝕の原因となる外セルロ-ズの損失も大きい 4,こ

とは予想される｡他方クラフトセミケミカル法では通常のクラフト法の薬液の半量を用い他の条件

は同一として行 う場合が多いo B'10' ァルカ1)量が少いからパルプの着色が強く特に pH9.5以 下

迄蒸解を行 うとこの傾向が著しく5'従って漂白は極めて困難である0̀ 11' 中性亜硫酸法 と比較する

と同一収率で 1)ダニン含量高く- ミセルローズ並に抽出物は少いS'けれども現存設備をそのまま使
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用出来る利点がある○ 中性亜硫酸法が主 として米国で行われるのに対して S･E･HAGGLUND12,等は

通常の亜硫酸蒸解の最高温度を 1-150-125oCに下げ結合亜硫酸0･8-1.0%,仝亜硫酸6.5%位の条

件下で収率60-70%の酸性垂硫酸セミケルカル法を推賞している｡ McGovern13,はスブルースと

アスペンを用いて収率50-75%の範囲に亜硫酸蒸解を行った結果,収率50-55%に於て強度最大で

あった｡叉パルプの化学的組成と紙の強度 とは無関嘩であるとしている｡

我々は以上三種の方法によって調製した製紙用高収率パルプの性質の差異を知る為 カシの一一一例 と

してシラカシを用いて実験を行ったO 最抑 こシラヵシを用いた場合の蒸解条件を選定して脱 リグニ

ン率を比較し;次いで夫々の条軒 下で木材より50%脱 リグニンを行?て調製したパノレプにつき漂白

性及び蒸解,漂白を通じた化学成分の量的変化を手計り同時にパルプ強度の相違を比較検討した｡

I. 蒸解条件の検討並びにパルプ収量とリグ主ン量の関係

供試材は前報1)と同一の屋久島産シラカシを用いた｡之を 1/2-5/8inch.のチップに努断して

スチ-ミングその他前処理を行わずに直ちに蒸解した｡蒸解には実験重用オートクレーブを使用し

蒸解終了後荷チップの原形を保持するソlOルプを少量の廃液 と共に実験重用ランペンミル中に投入し

て繊維束が離れる蓬解織し之を洗源乾燥して全収量 とした｡

Tablel･ PulpingConditionsandYieldsforNeutralSulphite

SemichemicalDigestions.

NaHOB,
(asNa2COB)
g./100
g.wood

1
2
3
4
5
6
押
折

節

01

1
1
1
1
6
6
9
9
9
9

0
0
0
0
9
9
4
4
4
4

2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
▲

0
0
2

2
2
3
3
3
3

5
5
3
0
3
3
2
2
2
2

2
2
2
3
3
3
3
2
2
2

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

i

:

圭

.
I

;
J

:

1.:I

:～･:[･[:1J
:J-..;7
.;I

ュ官
tb1ュ72
.-官
t曾
3一4
ュす
1雷
ュ曾
ュ曾

1
1
l
1

2
1
1
1
1

pH value
ofc〔)oking
liquor

9
9
7
8
7
7
6
6
6
6

8
8
8
9
8
8
8
8
8
8

NaZSO3
inspent
liquor,
g/L.

pH value
ofspent
】iour

8
8
4
4
3
2
3
2
1
2

7
7
7
6
7
7
7
7
6
5

9
9
9

2
5
0
8
6

LE3

2
2
･2
8
3
2
7
2
4

0

1
1
｢⊥
1
2

1

0

2
5

0

3

1
0

0

8

1

4

3

､5

0

7

6

0

9

0

1

6

6

6

7

7

6

7

6

7

7

0
9
8
0
1
6
1
0
2

一
10
10
12
15
10
17
20
15
20
･

Color
of
pulp

dark brown
dark browl?
ligh t ,bi･own
light brown
light browll
lightbrown
･darkbrown
darkbrown
darkbrown
darkbrown

a:Itazii(Shiias2'eboldMakino)extractedwithhotwater.
b･:Ita云ii.

LJ:Shira的sIJi(QueJ'C?smyrsinaefoliaBlume)extractedwithhotwater･
A一lothei:sateShirakashiwood.∫
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a 中性亜硫酸セ ミケミカル蒸解

通常の方法 と異 り浸透期間を特に設けず,薬液の回収を行わず直線的に湿度を上昇せしめた｡蒸

解条件並びに結果を第 1表に示す｡

蒸解番号(1),(2),(3),(6)が示す如く,シラカシの場合,-Na2S03は絶乾木材に対して14･4%が消

費され,消費量は最高温度 170℃11.5時間で既にこの値に達する｡23/4時間後 14･5%であるから

これ以上の蒸解時間 を用いても蒸解の進行は極めて緩慢であると考えられる｡ 蒸解終了時の pH

は蒸解慶には大きい影響を与えないがパルプの着色度を鋭敏に変化せしめる｡即ち(1),(2)が示す様

に,Na2SO3･:NaHC03が4:1で廃液の pHが7.8となって既に着色度の強いパルプを与え更に亦

オー,トクレ-ブの圧力を著しく高める｡ 一方(4)の如 く, Na2S03のみで蒸解を行った ときパルプ

は明色 となるが液は微酸性 (pH6.4)を呈する｡ この比が6:1の時液の pHは7･2-7･4となって

良好な明色のパルプが得られた｡

カシ及びシイ類の熱水抽出処理が蒸解に及ぼす影響を知る為に(7)～go)の蒸解実験を行った｡デ タ

ブの状態で熱水抽出を行ったもの(7),(9)は然らざるもの(8),柳 こ較''(て Na2S03の残存量が多く

同一収量で リ才 ニン量が少い｡この事実は恐らくタンニン系物質である抽出物が蒸解を阻害するの

ではなくて抽出物の Na2SO占消費によって残存量が過少となった為に脱 リグニンが 停止した と解

釈される｡一熱水抽出物による NaBS03の消費量は約 4g/Lであるから約20%の Na2S03を使用し

た(1)i(6)の場合ではその影響が顕はれない と考えられる｡

抽出物による影響の外に Na2S03の不足はパルプの色をチョコレー ト色に変化せしめる｡ この

現象は蒸解終了時の液の pHに無関係である｡その故シラカシを都合よく蒸解する為には 原木に

対し20%の Na｡S03とそbl/6の NaHCO3･(Na2C03として)が必要で仝蒸解時間は4時間で十分

であった｡

(b)クラフ トセ ミケミカル蒸解
＼
＼

､LITable2A. PulpingConditionsandYieldsfor∝raftSemichemical

Digestions

- 17-



木 材 研 究 第14号 (昭30)

Table2B. PulpingConditionsandYeildsforLow-Temperature-Krait

SemicbemicalDigestions

PacstiEa2｡)l'1%,?oPhid-
alkali

20.4 !23.5 125 1 40

imeatlT｡tal
誓竺二Lyield,
temp.mln.

Lignin
content,
%

lightbrown

第2表(A)は最高温度 165oC有効アルカ リ10%,硫化変25%で行った蒸解結果を,第2表(B)

は硫化度23.5%,有効アルカ リを20%に増して最高温度を 125oCに下げたものである｡ A条件Tヽ

では前処理を行わずに均一な蒸解を行 う事は困難で特に収量7ひ%近くに蒸解したものは殆んピラン

ペンミルで完全な解織は出来なかった｡収量65%前後に至って始めて正常のパルプを得られたが液

の pH が9.5まで下ってパルプはチョコレー ト色に着色した｡之は明らかにアルカリ量の不足によ

ると推測されるが上の欠点を補って更に均一な蒸解を行 う為にB条件を用いたo この条件下では最

高温度が低いけれどもアルカリ濃度が高い為液の浸透が均一であるので蒸解は円滑に進行し何れも

通常のクラフ トパルプに勝る明色のパルプを得ることが出来た｡三種の未晒パルプの白色度 (プル

ブリッヒ)は中性亜硫酸パルプ,クラフトセ ミケミカルパルプ,酸性亜硫酸パルプが夫々31.8%,

31.7%,32.8%であった｡従ってクラフ トセミケミカル法 としてほ低温蒸解法が秀れていると考え

られる｡ 】

(C)酸性亜硫酸セミケミカル蒸解 ♪

S.E.HÅGGI｡UNDの方法12)に依った｡ 即ち仝亜硫酸約6.5%,結合亜硫酸0.8%,最高温度 は

115oCに下げ最高温度到達時間を4時間 とした｡

Table3. PulpingConditionsandYieldsforAcidSulphiteSemichemical

Digestions

Time I Tim e

M警 ･ちemp十JtA;〉 l at
erature,
毛丁' ima竺!__t?mp.lm竺_ーtemp･mln. lmln.

1234

5
6
6
3

7
6
6
6

8
8
8
8

0
0
0
0

5
LD
5
5

1
1
1
1

1
1
1
1

0
5
0
0

4

3

40
30
10
JO

2
2
2
2

I
.
ignln
content,%

14:9
12
.
1
17
.･
1
14
.
0

第 3表に見られる様に蒸解は極めて急速に進んで収量の低下が著しいのに反しリグニン量の高い

点が注目される｡侍ランペンミルで解繊中Lrppj,立ちが著しく廃液及び洗液は特にこの傾向が強かった｡

第 1表,第2表A,B,第 3表のパルプ収量 とリグニン量の関係を第 1図に図示した｡収量55-

75%の間に於て何れも直線的な関係をもつ｡図より同-･収率に於てクラフ ト法は中性亜硫酸法に較
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Fig.1.RelationsbetweenPulp

yieldsandLignincontents

ーう
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▼･ノ
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2
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2
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-

i
./"
6
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55 60 05 7lJ 75 yT/a/a%

ベて約2%リグニン量多く.酸性亜硫酸

法 より約3%低い｡同一 リグニン含量

では前者 より約5%低 く/後者 より約

8%高い｡

2.漂白性の比較

漂自性を比較する為三種の蒸解法を

用いてシラカシを次の条件で蒸解 した ｡

この条件は原木 リグニン (17･4%)の

半量を除去するものである｡

蒸解を完了したチップは前述の如 く

ランペンミル中で解織後フラッ トスク

リーンを通し之を漂白した ｡

Table4. CookingConditionsforPulpsRetaining50% oftheir

OriginalLignln

芸eg;firtSenS:崇 iteiL 芸tga:fnis{LtS患 ー

Liquorcomposition

Liquor;woodratio
Maximum temperature,DC.
Timetomax. temp.,比in.
Timeatmax.temp.,min.
PH valueofliquor
PH valueofspentliquor
Unscreenedyields,形
LigmnCOntentSOf-pulps,形

(益)
19.6% Na2SO3,
3.2% NaHCO3
(asNaZCO3)

7
4
0
4

4
70
65
鮒
8
7
70
1

1
1

Acidsulp hite
sem言chemical
diges tion

(a)
20.0% active
alkali(asNa20),
23.5% Sulpbidity

5
1

4
25
50
4

H

6
･3
･

1

6
1

6.3% totalSO2,
0.8% Combined
S02

0
0

4
15
胡
瓜

〓

61
.1
.

1
2

(a) Onthebasisofwood

漂白には リグニン含量の･1.4倍量の仝塩素量を用いその80%を塩素ガスの形で20%を次亜塩素酸

塩の形で配分した｡塩素化 と酸化の間にアルカ リ抽出を挿入した ≡段漂白の後0ご1%亜硫酸で洗源

してから過酸化物漂白14)によって残留 リグニンを分解除去した｡漂白条件並びに結果を第 5表に示

す｡クラフトセミケミカルパルプでは 次亜塩素酸塩のt塩素量3.6%を更に二分した｡白色度はプル

フl)ッヒ光度計でK6フィルターを使用し標準板の百分率で示した｡第 5表の白色度の値は漂白後 3

ケ月に測定したものである｡

白色度はli,性亜硫酸セ ミケミカルパルプ (N.S.P と略称する) 酸性亜硫酸セ ミ.>ミカルパルプノ

(A.S.Pと略称する),クラフ トセ ミケミカルパルプ (K.S.Pと略称する)の 順に低 くなrるが<漂白

困難 とされている K.S･P.でも低温蒸解 と過酸化物漂白によって可成 りの白色度迄漂白可能である
l
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と云う事は知られた｡

Table5. BleachingConditionsandtheResultsoftheSeihichemicalPulps

BleachingConditions
Chemicals

Kindbystage IA-007ont,

Chlorine

Sdium hydroxide

Hypochloriteくα)

Peroxide(a)
H202
Na2SiO3
NaOH

Chlorine

Sodium bydroxide

Hypocblorite(α)

Sodium hydroxide

Hypochlorite(α)

Peroxide(a)
H202
Na2SiO3
NaOH

Chlorine

Sodium bydroxide

Hypocblorite(α)

Peroxide(a)
H202
Na2SiO3
NaOH

:teiT t it? .e･

BleachedPulps

basedon
unbliached
pu16,%

basedon
woood,
%

NeutralSulphiteSemichemicalPulp

13.9

2.0

3.5

0.75
6.0
0.5

14.7

2.0

2.3

1.0

1.3

0.75
6.0
0二5

Il

2.0 I R.T.

25

KraftSemichemicalPulp

2.0

8.0

8.0

8.0

8.0

25

R.T.

70

35

70

35

90 【

60

AcidSulphiteSemichemicalPuld

whiteness(C)
(Pulfrich)

(a) pH ll.2
(ち) PH IO.4
(C) M9aSuredafterthreemonths.
(d) av.D.P.1300
(e) av.D.P.1250
(f) av.D.P.1250

過酸化物漂白は他のパルプについても白色度の同上に著しく寄与するものがあ りパルプの強度性

質に与える影響も少いからセ ミケミカルパルプの仕上階に有用であると思われる｡

漂白収量は K.S.P が最大で A.S.P が 最も小であった｡何れの場合も塩素- 次亜塩素酸塩系に

於て未晒パルプの20-25%が消失し,過酸化物漂白により2.5-3.0%が更に除去された｡対原木当
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越島･北岸:シラカシセミケミカルパルプの蒸解法の相異による

り収量に換算するとN.S.PとK.S.Pは等しく約50%となって未晒パルプ間に存在していた差は消

失し, A･S･Pの場合はそれ等より10%低くなる0

3. 脱 リグニンに伴う化学成分の変化

試料 として漂白実験に用いた未晒並に晒パルプを使用した｡ このパルプは前述の如く夫々の蒸解

法によって原木 リグ-I-/の50%を除去して得たパルプであるから, リグニン場外の物質の量の消長

はそれ等蒸解法の性格を特徴づける｡ 収量は第4表の如くN.S.P.70･0%,K･S･P66･5%,A･S･P

61.0% ･と順に下る｡ 即ち中性亜硫酸法が脱 リグニンに伴 う炭水化物の損失を最も少くすると考え

得る｡化学成分の分析値は第6表の如くである｡

Table6. ChemicalCompositionsofPulps

sulphite
Compnents

Lignin,%げ )

Alpha-cellulose,形
inunbleachedpulp.,(e)形

Pentosaninthealphacellulose,(a)%

Correctedalpha-cellulosein
unbleacbedpulp,形

Alpha-cellulosein
A-bleachedi)ulp,(a)形
B-bleachedpulp,(ち)形

Pentosan,(a)形
in

Unbleachedpulp,形
A･bleachedpulp(a)形
B-bleachedpulp,(a)a/a

U上onicacid,(e)%
in

Unbleachedpulp,%
A-bleachedpulp,(α)形
B･bleachedpulp,(a)形

Uronicacid
Pentosan

× 100

Unbleachedpulp,
A･bleachedpulp,(a)
B･bleacbedpulp,(ら)

Ale.-ben2;.eXtraCtive,形
in

Unbleacbedpulp,形

(a)Bleaclledbychlorine-hypccllloritesystem.

(b)Bleachedbychloi主ne-hypochlorite.peroxidesystem.
(C)DetermtnedonWise'sholoc311ulose.

(d)TAPPIStandardsT223m.

(e)B.L Browning'smethod.
(f)CorrectedTAPPITentativeStandardT222m-50.

(g)Basedonalpha-cellulose.
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Table7. RecDveryofWoodComponents

Neutralsulpbite
semichemical

pulpComponents

LJ:gnin

AIpha-cellu,losein
Unble去chedpulp
A-bleachedpulp(a)
B-bleachedpulp(a)

Pentosanin

Uubleacbed pulp
A-bleachedpulp(a)
B-bleachedpulp(b)

Uronicacidin

Unbleachedpulp
A-bleachedpulp (a)
B-bleachedpulp(a)

on%Tood,iRec97overy,

8.68

45.6

44.8

13.2
10.7
10.7

1.38
1.13
1.04

49.9

92二5

91.0

75.0
60.7
､60.7

33.2
27.2
25.0

7
8
8

2
0
2

3
3
2

1
7
0

6
9
CJ

3
1
1

0
2
4

5
8
5

1
0
0

(a) Bleachedbychlorille-hypochloritesystem.

(b) Bleaciledbychlorine-hypochlorite-peroxidesystem.

a-セルローズは末晒パルプの場合,N.S.P.,KS.P.A.S.P,は夫/q74.0,75.0,66.0% であるがベ

ン トザンに対して補正するとその順に65.2,66.3,65.1%とな り晒パルプでは88こ2,91.3,88.2%

を示して三種のパルプの問に殆んど差がない｡ 銅安液を用いて測定した平均重合度も共に 約1;300

を表すから,原木 リグニンの約50%を除 く程度の蒸解条件下では蒸解法の如何に拘わらずパルプ中

に残されたセルロ-ズが受けている化学的変化は略/q等しい と考えてもよい と思われる｡

之に反してベン トザ-/ほ酸性蒸解において著しく加水分解を受け中性及びアルカ リ性蒸解ではパ

ルプ中に約20%保有されるのに対して酸性蒸解では約13%含有されるに過ぎない｡原木ベン トザン

量 と比較する.と前二者が60-75%を留めるのに対し後者は約30%となる｡しかし本実験に用いた程

度わ条件下では漂白によるペ -/ トザンの除去量が リグ--/の除去量に較べて少い為に漂白パノしプで

はベン トザン量が増加する事実は注目される｡

-一方ウロン酸は何れの場合も2%前後を保有するがその量が少い為に量の変化は顕著ではないo

ベン トザ.ンに対する百分率で示す とN.S.P とK.S.Pでは略々109:o'前後の比になっているのに対し

て未晒 A.S.Pでは24%となって著しくウロン酸が多いo HAGGLUND は亜硫酸による-キソーズ

のアル ドン酸えの酸化が起ると唱える15,が単糖類 と多糖類 と七は酸化の機構は興る16'と考えられる

からセルローズ分子内でのかような変化が生じ得るか否かは疑問である0 第 7表の様に原木のウロ

ン酸のペシトザンに称する百分率23.6%とよく一致する事実から酸性亜硫酸蒸解ではウロン酸を含

む-ミセルローズの加水分解が両者に均等に作用し中性亜硫酸蒸解 とクラフ ト蒸解ではウロン酸に

富む易溶性-ミセルローズ部分のみが除去されるものと推察される｡

アルコホル,ベンゾール (1:1)抽出物は中性蒸解で最も多くアルカl)蒸解では少いO
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蒸解法の相遍によって生ずる収量差 と各成分の除去量の問の定量的な関係を求める事は出来ない

が各々のパルプを調製する時,原木から除かれた部分はアルファセルロ-ズで代表されるセルロ-㌔

ズ部今 とベントザン部分の略々等量より成る事が 第 7表から計算される｡ 即ちセルローズとして

N.S.P の場合,3.7%, K.S.P5.2% A.S.P9.1% ベントザンは夫々4.4%,6.2%,ll.4%となる｡

4脱リグニンに伴 うパルプ強度の変化

第 4表に示した未晒パルプと之を第 5表の条件で漂白した晒パルプを常法17)によって抄紙しパル

プ強度を比較した｡

Table8. StrengthProperiesofPulps

:euei,fcrhale慧 itef,Kurla,ftse-ichemiCalieuc;,dicShuelETitael
Kraftpulp

Bleakinglength(km.)

Unbleachedpulp
A-bleachedpulp(α)
B-bleachedpulp(a)

U nbleacbedpulp
A -bleachedpulp(α)
B -bleachedpulp(ら)

Unbleachedpulp
A-bleachedpulp(α)
B-bleachedpulp(a)

Unbleachedpulp
A-bleachedpulp(a)
B-bleachedpulpくわ)

Unbleachedpulp
A-bleachedpulp(α)
B-bleachedpulp(a)

U nbleacbed､pulp
A -bleachedpulp(α)
B-bleachedpulp(a)

Unbleacbedpulp
A-bleachedpulp(α)
B-bleachedpulp(ち)

Tearfactor(形)

Burstfacヒor(形)

Foldingendurance(Schopper)

Basisweight(g./me..)

74･5 f 70･0

語 3 1 7764:冒

Freeness(ml.)

Beatingtimeto◆thefreeness(min.)

5
5
8

3
1

4.34
6.81
7.06

84.3
106
109

2.8
6.1
6.2

25
600
480

71.2
64.5
62.7

660
620
650

8
3
7

2
1

(a) Ble･=Chedbychlorine-hypochloritesystem.

(b) Bleachedbychlorine-hhypochlorite-peroxidesystem.

潅水度約 650ml･に到る叩解希間は, N･S･Pが最も少く K.S.P のV2となる｡漂白によって,.

何れも叩解し易くなって,末々未晒パルプのy2の時間しか要しない｡過酸化物漂白により更甲 癖

抵抗が少くなった｡･

未晒パルプ強度は,K･SP･が比較的摩れ, A.S.P は比引裂度 と耐折度に精劣る｡ しかし之等を
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漂白する事によって何れのパルプも20-60%の強度増加を示し姫に耐折度に著しい｡その結果晒パ

ルプは比引裂度の外何れのパルプも略々等しい値となって未晒パ ルプ問に存在した強度の差を消失

せしめる｡縛にベン トザン含量が他に較べて少い A.S.Pに於ても,その影響が認められない事実

から高収率高 リグニン含有パルプ間ではベントザンがパルプ強度に及ぼす影響より,む しろ1)ダラ

ン畳による影響がより大であると考えられる｡ 前報1)に報告したシテカシの未晒クラフトミルプ

(革MnOA∴No･12･5)を N･S･P.輿び K.S.Pと比較するとセミケミカルパルプは何れも比引裂度

に劣るがこの情は漂白によって略々同値まで上 り,他の強度性質は何れも40-50%高い値となる｡

従って中性亜硫酸法或はクラフ トセミケミカル法を用いて未晒叉は晒パルプを調製するならばシテ

カシから秀れた強度性質をもつパルプを製造出来る事を知 り得た｡

要 旨

屋久島産シラカシから中性亜硫酸法(Ⅰ),クラフ.ト法(Ⅰ),酸性亜硫酸法(班)を用いてセミケミ

カルパルプを調製 し,蒸解法の相異がパルプの性質に与える影響を検討した｡

(1)パルプ収量60-75%の問で(Ⅰ)は同一収量に於て(班)よりurダニン含量約2%'低いパルプを,

(∬)より約5%低いパルプを与える｡即ち(Ⅰ)は他の何れの方法より炭水化物を多く残す ｡

(2)原木 リグニン?50%を(i)川)(班)の方法によって除去し,残留 リグニンを漂白により除いた

場合,∴ lOルプ収量は夫々(I)70.0%,(Ⅰ)66.5%,(班)61.0%及び(Ⅰ)LEO.8%,川)51.5%,(班)

42.7%であった｡ この時パルプ(Ⅰ),(Ⅰ)のアルファセルローズは,原木のそれの約90%が回収さ

れたがパルプ(班)は約80%であった｡ ベン トザンほパルプ(Ⅰ)60-75%', パルプ(Il)60-65%,

パルプ(班)30-35%でウロン酸はパルプ(Ⅰ),(Ⅱ)では25-33%,パルプ(班)は13-36%が埠留 し

た ｡ か

(3)パルプ(Ⅰ)(Ⅰ)(班)を夫々の リグニン含量の1.4倍量の塩素で漂白した場合,白色度(プルフ1)
ッヒ)はそめ順に91.1%,87.0% 88.8% であった｡低温蒸解法と過酸化物漂白によって,クラフ

トセ ミケミカルパルプも可成 りの白色度迄漂白可能である事を知った｡

(4)パルプ強度は漂白によって20-60%高 くなり,比引裂度の外,蒸解法による相異は認められな

かった｡未晒シラカシクラフトパルプと比較すると晒パ ルプ(Ⅰ),(‡)は比引裂度に於て等しく,

他の強度性質は何れも40-50%大であった｡

(5)パルプ(Ⅰ),(Ⅱ),.(防)のベン トザン含量がパルプ強度に及ぼす影響は脱 リグ--/による影響

に較べ無視し得た｡

(6)未晒及び晒パ ルプ中に残存するアルファ乍ルローズ量及び晒アルファパルプの平均重合度は,

パルプ(Ⅰ),(Ⅰ),(班)の間に差を認められなかった｡

(7)i(Ⅱ),(班)の蒸解中に除去された-ミセルロ-ズ部分は,ウロン酸に富む易溶性部分であろ

うと推察した｡
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Resume

Itwasstudiedthattheinflueゎces-ofthemodesofdigestionsonthepropertiesofthe

semichemicalpulpspreparedfromShirakashi(QuercusmyrsinaefoliaBlume)grownin

Yakushima.Pulpsretaining50% oftheiroriginalligninwerepreparedbytheneutral

sulphitesemichemicalprocess(Ⅰ),thekrafとsemichemicalprocess(ⅠⅠ),a.ndtheacidsuト

phitesemicherrlicalprocess(ⅠⅠⅠ).Thebleachabilities,theamountsofcarbohydratesand

thepulpstrengthswerecomparedrespectively.

Intherangeofpulpyields60-75%,(Ⅰ)producedthepulpcontaining▲lignin2%

lowerthin(ⅠⅠ)and5% lowerthan(ⅠII)atthesam?pulpyieldandhencethepulpby

(Ⅰ)appearedtoretaincarbohydratesmostofall･

WhenShirakashiwoodswere50%'-delignifiedby(Ⅰ),(II)and(III)･-The.unbleach-

edpulpyields:(Ⅰ)70.0%,(ⅠⅠ)66.5%,and(ⅠII)61.0%-andthenfullydelignifiedby

thebleaching- thebleachedpulpyields:(Ⅰ)50.80i,(ⅠⅠ)51.5%,and(III)42.7% -,

alpha-celluloseswererecoveredabout90% ofthatoforiginalwoodinboththepulpby

(I)and(II)andabout80% inthatby(III).Pentosanswererecovered75-60% in

thepulpby(Ⅰ)and65-60%inthatby(ⅠⅠ),but35-30% in thatby (ⅠⅠⅠ),anduronic

acidswererecovered33-25% inthepulpby(I)and(ⅠⅠ)and36113%inthatby(Ⅰ.II).

Thebleachingswerecarriedoutwithto.blchlorineof1.4timesaslargeamount

aslignincontentsinthepulps.Thewhiteness(Pulfrich)ofthepulpby(Ⅰ),(ⅠⅠ)and

(ⅠⅠⅠ)were91.1%,87.0%,and88.8% respectively.Combinationoflow-temperature-

cookingwithperoxidebleachingwasfoundto.beusefulforthebleachingofkraftsemi-

chemicalpulps.

Strengthsofthebleachedpulpsexcepttearfactorswerefoundtobe20-60%higher

thanthoseoftheunbleachedpulps.メThei1differencesofpulpstrengthsexistinginthe

unbleachedpulpswereindistinguishableafterbleaching.Breakinglengths,burstfactors

andfoldingendurancesofallbleachedpulpswerefoundtobe40-50%higherthanthose

ofunbleachedShirakashikraftpulp.Thetearfactorsofthebleachedpulpby(Ⅰ)and

(ⅠⅠ)wereequaltotheunbleachedShirakashikraftpulp,buttheunbleachedpulpsby(Ⅰ),

(ⅠⅠ)and(ⅠⅠⅠ)wereinferiortothispulpinallstrengthproperties.

Theeffectsofamountsofpentosansinthesepulpsonthestrengthpropertieswere

negligible,ascomparedwiththeeffectsoflignlncontentsinthem.

Theamountsofalpha-celluloseremainingintheunbleachedandbleachedpulps,and
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theaverageD.P.valuesofthebleachedpulpsby(Ⅰ),(ⅠⅠ)and(ⅠⅠⅠ)wereequal.

Hemicellulosesremoved in the semichemi Calpulpingappearedtobeuronicacid-rich

partsofwoodhemicelluloses,butitisnotsoin(ⅠⅠⅠ).
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